
日本労働研究雑誌78

Ⅰ　序　論

　社会階層研究は，社会的不平等の実態とメカニズム
を明らかにする社会学の一分野である。近代社会にお
いて希少財の配分の多くは労働を通じて生じる。そし
て労働市場は人々を異なる地位へと配分し，異なる報
酬を与え，階層を形作る場と位置づけられてきた

（Kalleberg and Sørensen 1979）。もちろん，近年は
労働を介さずに形成される富（wealth）が無視できな
い役割を果たしていることにも注目が集まっているも
のの（Killewald, Pfeffer and Schachner 2017），依然
として不平等・階層現象を捉えるうえで労働は中心的
な位置を占めている。
　本稿では，とくに労働関連分野に関連する社会階層
研究を中心に，日本国外の研究動向をレビューする。
社会階層研究の射程は極めて広くかつますます拡大し
ており（Gangl et al. in press；Mouw 2022），すべて
を把握することは困難である。そこで本稿はごく一部
にはなるが，筆者の視点から，労働関連分野と関連す
る社会階層研究ないし関連研究に触れる。本稿では扱
わないが，日本の階層研究の近年の動向をみるうえで
は藤原（2023）や多喜・荒木・森（2022）等を参照さ
れたい。

Ⅱ　労働市場からみる社会階層

　社会経済的序列から人びとを区分する概念が（社
会）階層である。階層を測定する指標としては所得や
学歴などが挙げられるが，なかでも最も重視されてき
たのが職業である。所得は個人の人生を通じて変化す
るため，一時点の状態のみから階層を測定するのは難
しい。学歴は青年期以降は比較的安定的だが，それ自
体が直接に財を生み出すわけではない。対して職業は
個人の人生を通じてある程度安定的であり，かつ生産
活動を通じて直接に財を生み出す要因と考えることが

でき，長期的なライフチャンス（Weber 1978）を表
すものと理解できる。職業をもとに構築された指標と
して最も代表的なものは EGP 階級分類（Erikson and 
Goldthorpe 1992）であろう。公的統計などでも使用
される英国の社会経済分類（NS-SEC），あるいはヨー
ロッパの社会経済分類（European Socio-economic 
classification）は，いずれも EGP 階級分類にもとづ
くものである。世代間移動の研究を中心として，EGP
階級分類あるいはそれにもとづく階級分類は階層の指
標として広範に用いられている（Barone, Hertel and 
Smallenbroek 2022）。
　他方で，EGP 階級分類，あるいは職業を用いた階
層の測定には批判も寄せられている（Leicht 2020）。
第 1 に，階級分類は製造業が中心であった時代のもの
であって，現代の労働過程を反映していないとする批
判である。これに対応して，サービス職業を積極的に
組み入れた階級分類も提案されている（Oesch 2006, 
2022）。第 2 に，階級分類や職業は理論的に想定され
るほどにはライフチャンスを測定できていないという
批判である。たとえば，EGP 階級分類や職業がその
後 20 年間の累積所得を予測する程度は単時点の所得
や 学 歴 と い っ た 指 標 と 比 べ て 低 い と い う（Kim, 
Tamborini, and Sakamoto 2018）。近年になるほど階
層の指標として職業にもとづく指標が用いられる頻度
は減り，所得が優勢になっているとの指摘もある

（Barone, Hertel and Smallenbroek 2022）。 た だ し，
階級指標には不平等を生み出す理論的メカニズムに関
する豊富な蓄積があり（Hertel 2017），また職業が賃
金分散を説明する程度は減じているわけではないとい
う指摘もある（Mouw and Kalleberg 2010；Williams 
2013）。多少の修正は必要としながらも，職業やそれ
にもとづく階級指標は依然として重要である。
　どのような仕事が報酬と結びつくのかを明らかにす
るうえで，タスクやスキルといった仕事の特性にも注
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目が集まっている。仕事の特性が不平等や態度に影響
するというのは，職業とパーソナリティ研究（Kohn 
and Schooler 1982）などに連なる伝統的な視点であ
る。Liu and Grusky（2013）は，米国 O*NET の数値情
報を職業小分類にリンクしたデータを用いて，分析的
スキルに対するリターンが上昇していることが職業間
賃金格差の拡大に寄与していることを明らかにし，社
会学におけるスキル・タスク情報を用いた研究に先鞭
をつけた。応用例として，プログラミングなどのコン
ピュータスキルや過重労働への期待の高い職業の賃金
が高く，そのことが男女間賃金格差を維持させている
と指摘する研究もある（Cheng, Chauhan and Chintala 
2019；Yu and Kuo 2022）。そのほか，結婚への移行

（Kuo and Raley 2016），出産後の就業継続（Ishizuka 
and Musick 2021）などとの関連に関しても分析がな
されている。
　職業に対してスキルやタスクのスコアを与えるアプ
ローチは，同一職業内に存在する個人間分散を捨象し
ているという限界がある。Martin-Caughey（2021）
は，General Social Survey の仕事内容の自由記述か
ら職名やタスクを測定したところ，職業内に少なくな
い分散があることを明らかにしている。職名やタスク
を単位としたときの性別職域分離は職業を単位とした
ときよりも大きく，職業のみにもとづくアプローチは
不平等を過小評価するおそれがあると指摘する。同一
職業内の不平等を明らかにするうえでは，実際に個人
がいかなるタスクを担っているのかをみていくことが
重要である。
　ライフチャンスの不平等を生み出す労働市場の構造
として，職場の重要性も再認識されている。職場の重
要性は，職場内の男女差の生成過程を詳らかにした
Kanter（1977）や，地位達成過程において職場とい
う要因が等閑視されていることを批判した Baron and 
Bielby（1980）ですでに指摘されている。近年の動向
と し て，Tomaskovic-Devey and Avent-Holt（2019）
が職場を不平等を生み出すメカニズムとして積極的に
取り入れる研究プログラムを提案している。この場合
の方向性には大きく分けて 2 つあるだろう。第 1 に，
職場間でどの程度不平等が存在するのかに注目するこ
とである。具体的には，高い利益を上げて従業員に高
い報酬を支払う職場と，低い報酬を支払う職場とが分
化しているというものがこれに当たる。事実，多くの
国で職場間の賃金分散が増加している（Tomaskovic-

Devey et al. 2020）。また，男女が異なる職業に就い
ているというだけでなく，男女が賃金水準の異なる職
場で働いていることも男女間賃金格差の重要な要因と
して挙げられる（Fuller 2018；Yu and Hara 2021）。
第 2 に，職場内で不平等が生成する過程に着目するも
のである。ここでは雇用主が労働者をどのように採用
あるいは処遇するのかが重要であり，量的・質的方法
を含め多くの研究が蓄積されている（Bills, Di Stasio 
and Gërxhani 2017；Rivera 2020）。
　職業間・職場間賃金格差はそれぞれ独立に論じられ
てきたが，両者の相関も重要な論点である。アメリカ
の賃金格差の拡大は，典型的には製造業など中スキル
労働者の働く職場の賃金水準の低下や，IT や金融産
業など高賃金の職場で働く高度専門技術職者の増加に
示されるように，賃金の高い職業の従事者が賃金プレ
ミアムの高い職場で就業する傾向が強まっていること
で加速している（Wilmers and Aeppli 2021）。不平等
を生み出す次元どうしの相関の強まりは，地位の一貫
性（Lenski 1954）を強め，エリートあるいは貧困層
の固定化（Savage 2015），階層間の分離（Mijs and 
Roe 2021）をもたらす可能性がある。これを明らかに
するうえでは，階層を特定の指標のみからでなく，複
数の指標から捉える分析が有用である。
　多くの高所得国で上位 1％，0.1％の超富裕層の所得
シェアが高まっている（Piketty 2013）。その所得や
資産の多さから，超富裕層の動向は労働市場全体の不
平等を大きく左右する。こうした背景のもと，とくに
エリート層の実態や再生産のメカニズムに着目した研
究も増えている。Friedman and Laurison（2019）は，
同じ上級専門管理職に就く者どうしを比較した場合，
高い階級の出身者のほうがより高い賃金を得やすいこ
とを明らかにしている。出身階層に付随するさまざま
な資源が，エリート階級に到達した者を差異化する要
因として働いている可能性がある。こうしたエリート
層の再生産過程をインタビューや参与観察にもとづい
て明らかにする研究もなされている（Friedman and 
Laurison 2019；Rivera 2015）。

Ⅲ　社会移動

　人びとの属する階層的位置が変化することを社会移
動という。社会移動は，出身背景によらず高い階層に
就く機会がどの程度あるのか，言い換えれば社会の開
放性がどの程度存在するのか，という機会の不平等を
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測定するうえで重要視されてきた。親から子への社会
移動（世代間移動）がどの程度存在し，その移動がど
の程度開放的であるか，開放性の程度がいかに変化し
ているのかがここでの関心事となる。
　世代間移動に関しては，行政データや社会調査の蓄
積，歴史情報のデータ化が進む中で，以前よりもさら
に頑健かつ長期におよぶ各国の社会移動の趨勢が明ら
かにされており（Breen and Müller 2020），方法的革
新も進んでいる（Engzell and Mood 2023）。行政デー
タや歴史データは産業化以前まで遡って社会移動のト
レンドを明らかにすることさえ可能にしている（Maas 
and van Leeuwen 2016；Song et al. 2020）。これらは
産業化が社会移動を促すといういわゆる産業化命題

（Blau and Duncan 1967；Treiman 1970）を歴史的な
観点から検証する試みとして位置づけられる。
　近年の所得格差の拡大が機会の不平等に対してどの
ようなインパクトを持つのかも重要な課題である。所
得のジニ係数が大きい国ほど親子間の所得相関（弾力
性）が高いという関連性は，Great Gatsby Curve

（Corak 2013）と形容される。Great Gatsby Curve の
妥当性やメカニズムに関する実証研究は経済学を中心
に 行 わ れ て い る が（Durlauf, Kourtellos and Tan 
2022），これに階層研究の視点からアプローチした研
究として Hertel and Groh-Samberg（2019）がある。
この研究では，階級間の社会経済的地位（所得や教育
水準）の隔たりが大きくなるほど，階級間の移動も起
こりにくくなることを示し，所得の不平等の拡大は階
級からみた社会移動の程度とも関連することを明らか
にしている。
　社会移動を測定するうえで出身階層ないし到達階層
をいかに定義し測定するのかは重要な問題である。例
えば世代間の不平等の再生産を見る上で，親と子のみ
でなくその祖先，あるいはその他の親族をみることの
重要性が論じられている（Mare 2011）。親の階層が
同一であったとしても，その親（祖父母）の階層が子
どもの地位達成に影響しうる（Anderson, Sheppard 
and Monden 2018）。さらに，機会の不平等の起源は
われわれが見たことさえない過去にまで遡ることがで
きる。Hällsten and Kolk（2023）は，7 世代前の祖先
の階層が個人の階層と正に相関することを明らかにし
ている。別の論点として，親や子どもの階層自体が時
間によって変化することから，出身階層と到達階層の
それぞれを変化の軌跡で捉えるアプローチも提唱され

ている（Cheng and Song 2019）。これらはいずれも
何をもって出身階層・到達階層とみなし，いかにそれ
を測定すべきかを問いかけている。
　機会の不平等とはやや異なる論点として，社会移動
を階層間の親近性を測定する指標として活用する考え
方も存在する。相互に移動が発生しやすい階級どうし
は利害や価値観を共有しやすく，したがって階級と 
しての結晶化の程度が大きいと考えるのである

（Goldthorpe 1980）。移動を階級の親近性の測定指標
と見る場合，世代間移動のみならず個人のキャリアの
過程における移動（世代内移動）も重要な意味をも
つ。伝統的には，産業構造や経済状況の変化によって
世代内移動のパターンがどのように変化するのか

（DiPrete et al. 1997）が関心を持たれてきた。世代間
移動表のごとく隣接 2 時点間の世代内職業移動表を作
成しその構造を分析した Jarvis and Song（2017）は，
米国では世代内階級間移動が起こりやすくなっている
ことをもって，階級間の障壁が流動化しつつあると論
じる。ただし，移動が起こるといっても，相互に移動
が起こりやすい職業もあればそうでない職業もあるだ
ろう。その規則性を記述することによって階級間の障
壁の在り処（労働市場の分断）を特定したり（Cheng 
and Park 2020），スキルの類似性やネットワークの構
造が階級移動に対していかに影響するのかを明らかに
する研究（Lin and Hung 2022）もなされている。

Ⅳ　方法的革新

　階層研究の主たる課題は不平等の実態とメカニズム
を明らかにすることにあるが，近年は不平等を縮小す
るためにはどうすればよいか，といった応用的あるい
は政策的関心も高まっている（DiPrete and Fox-
Williams 2021）。このような関心に対しては因果推論
が力を発揮する。不平等という観点で見た場合，ある
政策介入が低階層者のアウトカムを高階層者のアウト
カムに比してより大きく改善するのか，言い換えれば
ある介入が階層によって異なる効果を持つのかという
効果の異質性（Brand and Xie 2010）が関心事とな
る。たんに異なるというだけでなく，その異質性が既
存の不平等を拡大する方向のものか，あるいは縮小す
る方向のものかというのが重要である。
　具体的な研究例を挙げる。Jackson and Schneider

（2022）は，差の差法（二方向固定効果モデル）を用
いて，州レベルの公的投資の増加は低階層の親の子ど
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もに対する私的投資をより増加させ，結果，私的投資
の階層間格差を縮小することを明らかにしている。
Brand（2023）は，傾向スコア法を用いて，大学進学
がその後の社会経済的アウトカムに与える効果，およ
びそれが個人の出身背景によって異なるかどうかを分
析している。その結果，大学進学が貧困に陥る確率を
減らす効果は，出身階層が低いなど大学に行きにくい
属性を持つ者においてより大きいことなどを明らかに
している。また，親子に対して学校教育（たとえば大
学教育）を受けることの利点に関する情報提供を行う
フィールド実験を行い，低階層では高階層と比べてよ
り大きく成績や進学率が上昇したことを示した研究も
ある（Barone et al. 2018；Barone, Fougère and Pin 
2021）。これらはいずれも政策介入による不平等の縮
小効果を検証することを企図している。最近では，階
層をはじめとする属性間の格差に対する因果効果の推
定方法も提案されている（Lundberg 2022）。
　不平等のメカニズムを明らかにするうえで実験にも
注目が集まっている。個人や世帯から得られた観察
データは，不平等の実態の記述には優れている一方，
メカニズムを明らかにするうえでは不足する部分も多
い。研究者自身が処置の程度や有無を操作できる実験
は，どのような要因から不平等が生まれているのか 
を特定するのに適している（Barone and Solga 2020；
Jackson and Cox 2013）。
　たとえば求人に対して架空の履歴書を送付し，属性
別に返答率を比較することで差別の程度を測定する監
査実験は，人種・エスニシティ分野を中心に膨大な蓄
積がある（Gaddis 2019）。階層との関連でいえば，出
身階層が高い応募者，あるいは大学での成績が良い応
募者は，男性であると採用確率が上昇する一方，女性
であると低下することを示した研究が挙げられる

（Quadlin 2018；Rivera and Tilcsik 2016）。また，前
職が非典型雇用の場合，それが男性応募者であると採
用確率が低下することを示した研究もある（Pedulla 
2020）。これらの研究は，階層がもつシグナルがジェ
ンダーによって異なって解釈されることを示してい
る。また，雇用主のみならず，労働者自身も，特定の
属性を持つ者が低く評価されることを受け入れている
側面があるかもしれない。Auspurg, Hinz and Sauer

（2017）は，労働者が女性の場合には，行っている仕
事や労働時間，学歴等が同一であったとしても，その
賃金が高すぎると評価されやすいことを要因配置実験

を用いて明らかにしている。

Ⅴ　今後の展望

　近年の社会階層研究を特徴づける変化の 1 つは，
データの充実と方法的革新である。複数の社会調査
データの結合や行政データ，歴史データ等の活用は，
ますます長期かつ詳細な社会階層・社会移動の記述を
可能にしている。また因果推論や実験その他の方法的
革新は，これまで以上に不平等のメカニズムや政策効
果に接近することを可能にしている。これらの動向は
今後も進んでいくものと思われる。
　上記の革新の一方，2000 年代頃まで盛んに行われ
ていた比較社会学的な研究の割合は減っているかもし
れない。不平等がいかなる社会構造のもとで生じるの
かを明らかにするうえでは，異なる社会からの視点が
欠かせない。ここに日本を扱う社会階層研究の貢献の
余地がある。少子高齢化，硬直的な労働市場，強い
ジェンダー規範，等々の諸特徴は日本の不平等を理解
するのみならず，社会の構造がいかに不平等を形成す
るかを理解するための重要な文脈であり，事例として
の日本の価値は決して低くない。むろんデータの水準
や充実度という点では一層データの収集・整備・活用
の努力が必要である。それに加えて，日本の事例が社
会階層研究の研究蓄積，不平等現象の理解に対してい
かなる貢献をなしうるのかを国際的観点から位置づけ，
1 つでも多く研究成果を発信することが求められる。
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